
 

２０１９（令和元）事業年度財務諸表の概要について 

 

 

2019（令和元）事業年度財務諸表等が、令和2年8月31日付で文部科学大臣から承認を受

けましたので公表するとともに、決算の概要について説明します。 

 

 

１．貸借対照表 
（資産） 
 資産は、前年度比28億円（1.5％）（以下、特に断らない限り前年度比）増の1,971億円

となりました。主な要因は、建物が（名谷）総合研究棟（保健学系）や（六甲台１）総合

研究棟（社会科学系）の改修等により15億円増加したこと、及び工具器具備品がリース資

産を取得したこと等により23億円増加したことです。 

 
（負債） 
 負債は、24億円（3.3％）増の743億円となりました。主な要因は、長期未払金が長期リ

ース債務の増加により22億円増加したことです。 

 
（純資産） 
 純資産は、5億円（0.4％）増の1,228億円となりました。主な要因は、資本剰余金が施設

費等で資産を取得したことにより17億円増加したことです。 
 

 

２．損益計算書 

（経常費用） 
 経常費用は7億円（0.9％）減の776億円となりました。診療経費が機器賃借料や修繕費等

の減少により2億円減少、及び受託研究費が受託研究の受入減少に伴い6億円減少していま

す。 
 
（経常収益） 
 経常収益は0.04億円（0.0％）増の787億円となりました。附属病院収益が診療単価の増

加等により7億円増加した一方で、補助金等収益が補助金等の受入減少に伴い5億円減少し

ています。 
 
（当期総損益） 
 上記経常損益の状況及び臨時損失として固定資産除却損0.8億円、過年度診療報酬返還損

0.3億円、臨時利益として固定資産の除売却に伴う資産見返負債戻入0.2億円、受取保険金0.

7億円、施設費収益0.5億円、目的積立金取崩額0.1億円を計上した結果、当期総利益は7億

円（132.9％）増の12億円となりました。 

 

 

３．セグメント情報 



 

 令和元年度より、詳細なセグメントに係る財務情報を開示する目的から、従来の「大学」

セグメントを、「人文・人間科学系」、「社会科学系」、「自然科学系」、「生命・医学

系」及び「全学基盤系等」に変更しました。 

 附属病院セグメントの業務損益は、7億円（16,534.7％）増の7億円となりました。増加

の主な要因は、診療単価の増加等による附属病院収益の増加です。 

 

 

４．目的積立金 

 当期総利益 12 億円のうち、中期計画の剰余金の使途において定めた教育研究の質の向上に充

てるため、7億円を目的積立金として申請しています。 

令和元年度においては、教育研究の質の向上及び組織運営の改善に充てるため、0.4億円を

使用しました。 
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